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Modified 
Team 
Based 
Learning TBL

3/10/2014

From Learning to Implication 

Learning Knowledge Implication

TBL

Team Based Learning (TBL) 
Key Words 

Permanent teams
Readiness assurance 
Application activities
Feedback
Peer evaluation

Team Based Learning (TBL) 

1

How to Use Antibiotics 
Appropriately 

3/10/2014 

2003-2008 TBL Team Based
Learning
2012 5 5-6

1
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TBL

2

1. Penicillins
2. Cephalosporins
3. Carbapenems
4. Glycopeptides
5. Aminoglycosides
6. Fluoroquinolones
7. Macrolides
8. Clindamycin
9. Tetracyclines
10. Sulfamothoxazole/Trimethoprim

Presentation 
4 minutes, 5 slides 

1. Mechanism of action, resistant mechanism,
classification

2. Major points of usage
3. Characteristics of each antibiotic
4. Indication
5. Caution (including adverse effects)

2010

Rewards 

2

1

1
2

Content of Lecture 

Pretest (5 min)
Introduction (5 min)
Presentation by each student (4 min X10)
Clinical implication (30 min)
Posttest (5 min)
Summary (5 min)



－ 12 －

Pretest (1) 

1. MSSA 1

2.

3.

4. 1 ST
5.

Pretest (2) 

6. 1

7.

8. -

9.

10.

Introduction 
3

Presentation by Each Student 
Example (1) 

Clinical Implication 
CASE 1

2
7

7 :
4 :

1 :
:

VS: T 37 ºC, BP 110/70 mmHg, HR 184/min, RR
92 /min, Sat O2 99% on RA

Crackle Air entry

At a Glance Table 
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CASE 1 Chest X-ray 3

Streptococcus pneumoniae
Haemophilus influenzae

Moraxella
Streptococci

Ceftriaxone/Cefotaxime
Ampicillin/clavulanate

Clinical Implication 
Signs of Presence 

Pretest > Posttest
+2-5

TBL

Presentation
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平成26年3月10日

H25 授業改善プロジェクト

医歯学総合研究科（歯）

Niigata StAg
寺　尾　　豊

gggggE

「学習」＝ 学び習うこと（知識の暗記）

「学修」＝ 知識や技能を学び身につける
　　　　　（主体的な学び）

「学習」と「学修」

「学修」＝ 知識や技能を学び身につける
　　　　　（主体的な学び ← モチベーション）

　①「学習」＝ 基盤となる必須の知識

　② 学生が自ら参加したくなる講義

　③ 課外研究活動の奨励

　④ 学会発表の指導

　⑤ 大学院生・若手教員との談話

「学修」の実現へ

教育の方針
「学習」と「学修」の

両立を目指す

「学習」の現実

1年次 ２年次～→ 学習意欲の低下 →

五十嵐キャンパス 旭町キャンパス

→ 留年
→ CBT追試験
→ 国家試験 ×

1年次 学 ２年次

10 km10 km
専門課程旧教養課程

「学習」の風景
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「学習」の風景

Niigata StAgE
を使うと

「学修」の風景

「学習」の風景

「学修」の風景

「学修」の風景
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お知らせ

使い方の説明
10 ヶ月前 ( 2013/04/29 11:10:32 ) 

【授業管理】　　　　・授業を開始する場合に利用します。
【コンテンツ管理】　・設問の設定・参加学生管理・アンケート管理を行います。
【システム環境設定】・ここでは、基本的に「ユーザ管理」のみ使用してください。管理者のアカウントを設定します。
【設定】　　　　　　・現在使用中のアカウントを表示します。※ここではアカウントの変更は出来ません。「システム環境設定
い。

設定済み問題集
10 ヶ月前 ( 2013/04/29 11:06:38 ) 

・プレゼン用問題
【以下は歯科医師国家試験過去問集より】
・ブロックⅠ細菌学①
・ブロックⅡ細菌学②
・ブロックⅢウィルス学
・ブロックⅣ口腔細菌学
・ブロックⅤ免疫学

「学修」の風景

Division of Microbiology and Infectious Diseases

Niigata University Graduate School of Medical and Dental Sciences

 2014/2/25 

 2014/2/25 

 2014/2/24 

 2014/2/21 

 2014/2/20

 2014/2/19

 2014/2/18

 2014/2/17

 2014/2/14

2014.2.27.( THU )

2014/2/25 

2014/2/25 

2014/2/24 

2014/2/21 

2014.2.27.( THU )

Niigata StAgE
とは

HOME コンテンツ管理 設問管理

設問管理

ログインユーザ：システム管理者

追加検索

1 プレゼン用設問集 設問 編集 複製 削

2 ブロックⅠ細菌学① 設問 編集 複製 削

3 ブロックⅡ細菌学② 設問 編集 複製 削

4 ブロックⅢウィルス学 設問 編集 複製 削

5 ブロックⅣ口腔細菌学 設問 編集 複製 削

6 ブロックⅤ免疫学 設問 編集 複製 削

7 細菌学1回目：細菌の構造 設問 編集 複製 削

8 細菌学2回目：ブドウ球菌・レンサ球菌・微小細菌 設問 編集 複製 削

9 細菌学3回目：結核・梅毒・破傷風 他 設問 編集 複製 削

10 細菌学4回目：抗生物質と院内感染 設問 編集 複製 削

11 細菌学5回目：消毒 設問 編集 複製 削

12 ウイルス学1回目：総論と各論 設問 編集 複製 削

13 口腔細菌学1回目：う蝕と歯周病 設問 編集 複製 削

14 免疫学1回目：総論 設問 編集 複製 削

並び替える

授業管理授業管理
lessonlesson

コンテンツ管理コンテンツ管理
contentscontents

システム環境設定システム環境設定
systemsystem

設定設定
prefsprefs

ログアウトログアウト
logoutlogout

コココココココンテンツ管理テ 管理コンテンツ管理コンテンツ管理テ ツ管理コンテンツ管理コンテンツ管理
t tt t

理理理理理理理理理 HOHOOMEOME コンンテ ツ管理テンツ管理理理 設設設問管理設問管理理理

「学修」の風景

『プレゼン用設問集』を開始しています。参加人数 2 人。

 Q1.『パーソナルコンピュータという概念をはじめに提唱したのは？』  

 Q2.『新渡戸稲造の肖像画はどれ？』  

 Q3.『現在のスマートフォンの礎となったデバイスの呼称は？』  

 Q4.『コンピュータを視覚的に操作できるインターフェースの事を何と言いますか』  

 Q5.『世界で最初のパーソナルコンピュータの名称は？』  

解析画面  授業を終了する
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必須 お名前

メールアドレス

Niigata StAgE Ver1.0

参加する

Copyright © 2013 Niigata University All Rights Reserved.

集計結果
Q 正解者 正解率

Q.01 3/3 100.0 %

Q.02 0/0 -

Q.03 0/0 -

Q.04 0/0 -

Q.05 0/0 -

平均正解率 20.0 %

アンケート結果
簡単だった！ ( 2 ) 13.3 %

試験前に覚え直せば大丈夫だと思う ( 1 ) 6.7 %

難しい：解説希望！ ( ) 0.0 %

回答者： 3人

新渡戸稲造の肖像画はどれ？

新渡戸 稲造（にとべ いなぞう、1862年9月1日（文久2年8月8日） - 1933年（昭和8年）10月15

日）は、日本の農学者・教育者・倫理哲学者。

A～Eの中から正解と思うものにチェックを入れてください。

A  この写真

B  この写真

写真

パーソナルコンピュータという概念をはじめに提唱したのは？

現代では当たり前となっている個人がコンピュータを利用するという概念である『パーソナルコンピュータ』を提唱し
た人または組織はどれ？

A～Eの中から正解と思うものにチェックを入れてください。

A  アラン・ケイ

B  スティーブ・ジョブズ

C  パロアルト研究所

D  スティーブ・ウォズニアック

E  ウィリアム・ヒューレット

この問題に対するアンケートにご回答ください。

簡単だった！

回答を送信する

回答率： 3/3 ( 100.0 % ) / 正誤率：3/3 ( 100.0 % )
次の問題へ進む

回答比

A 3名

100%

正解率

正解 3名

100%

難度

簡単だった！ 2名
試験前に覚え直せば...試験前に覚え直せば...

33.3%

66.7%

HOME 授業管理 新渡戸稲造の肖像画はどれ？

新渡戸稲造の肖像画はどれ？

ログインユーザ：システム管理者

回答率： 3/3 ( 100.0 % ) / 正誤率：3/3 ( 100.0 % )
次の問題へ進む

回答比

A 3名

100%

正解率

正解 3名

100%

難度

簡単だった！ 3名

100%

授業管理授業管理
lessonlesson

コンテンツ管理コンテンツ管理
contentscontents

システム環境設定システム環境設定
systemsystem

設定設定
prefsprefs

ログアウトログアウト
logoutlogout

ココココココンテンツ管理管理コンテンツ管コンテンツ管理理管コンテンツ管コンテンツ管理理
t tt t

理理理理理理理理 HOHOOMEOME 授業授業業業管理管理 新渡新渡渡戸稲渡戸稲稲造の稲造の肖肖像像画はどれ画はどれ？？
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現在のスマートフォンの礎となったデバイスの呼称は？

現在のスマートフォンやタブレットデバイスに先駆けて2000年代初頭に隆盛したモビリティデバイスの呼称をなんと言
う？

A～Eの中から正解と思うものにチェックを入れてください。

A  ユビキタスコンピューティング

B  ガジェット

C  PIM（パーソナルインフォメーションマネージャー）

D  PDA（パーソナルデジタルアシスタント）

E  ニュートン

HOME 授業管理 現在のスマートフォンの礎となったデバイスの呼称は？

現在のスマートフォンの礎となったデバイスの呼称は？

ログインユーザ：システム管理者

回答率： 3/3 ( 100.0 % ) / 正誤率：1/3 ( 33.3 % )
次の問題へ進む

回答比

B 1名
C 1名
D 1名

33.3%33.3%

33.3%

正解率

正解 1名
不正解
2名

33.3%

66.7%

難度

難しい：解説希望！
3名

100%

授業管理授業管理
lessonlesson

コンテンツ管理コンテンツ管理
contentscontents

システム環境設定システム環境設定
systemsystem

設定設定
prefsprefs

ログアウトログアウト
logoutlogout

ココココココンテンツ管理テ 管理コンテンツ管理コンテンツ管理管コンテンツ管理コンテンツ管理
t tt tt t

理理理理理理理理 HOHOOMEOME 授業授業業業管理管理 現在現在在のス在のススマ トスマートフフ ンの礎ォンの礎とととなとな たデったデデバイデバイイスのイスののの呼称は？呼称は？？？？？

世界で最初のパーソナルコンピュータの名称は？

世界で最初にパーソナルコンピュータとして一般消費者向けに発売されたコンピュータの名称を以下の選択肢から
選んでください。

A～Eの中から正解と思うものにチェックを入れてください。

A  ダイナブック

B  Alto

C  Apple I

D  MSX

E  Macintosh

この問題に対するアンケートにご回答ください。

簡単だった！

回答を送信する

Copyright © 2013 Niigata University All Rights Reserved.

HOME 授業管理 現在のスマートフォンの礎となったデバイスの呼称は？

現在のスマートフォンの礎となったデバイスの呼称は？

ログインユーザ：システム管理者

回答率： 2/3 ( 66.7 % ) / 正誤率：1/2 ( 50.0 % )
次の問題へ進む

回答比

C 1名
D 1名

50% 50%

正解率

正解 1名
不正解
1名

50% 50%

難度

難しい：解説希望！
2名

100%

授業管理授業管理
lessonlesson

コンテンツ管理コンテンツ管理
contentscontents

システム環境設定システム環境設定
systemsystem

設定設定
prefsprefs

ログアウトログアウト
logoutlogout

ココココココンテンツ管理管理コンテンツ管理コンテンツ管理管理コンテンツ管理コンテンツ管理
t tt t

理理理理理理理理理 HOHOOMEOME 授業授業業業管理管理 現在現在在のス在のススマ トスマートフフ ンの礎ォンの礎とととなとな たデったデデバイデバイイスのイスののの呼称は？呼称は？？？？？

HOME 授業管理 コンピュータを視覚的に操作できるインターフェースの事を何と言いますか

コンピュータを視覚的に操作できるインターフェースの事を何と言いますか

ログインユーザ：システム管理者

回答率： 3/3 ( 100.0 % ) / 正誤率：0/3 ( 0.0 % )
次の問題へ進む

回答比

C 3名

100%

正解率

不正解
3名

100%

難度

簡単だった！ 3名

100%

授業管理授業管理
lessonlesson

コンテンツ管理コンテンツ管理
contentscontents

システム環境設定システム環境設定
systemsystem

設定設定
prefsprefs

ログアウトログアウト
logoutlogout

ココココココンテンツ管理管理コンテンツ管コンテンツ管理理管コンテンツ管コンテンツ管理理
t tt t

理理理理理理理理 HOHOOMEOME 授業授業業業管理管理 ココンピンピュ タュータをを視視覚的に操覚的に操作作作作作できるイ作できるイインインタタタ フターフフ スフェースののののの事を何との事を何とと言と言いいいますいますかか

HOME 授業管理 世界で最初のパーソナルコンピュータの名称は？

世界で最初のパーソナルコンピュータの名称は？

ログインユーザ：システム管理者

回答率： 3/3 ( 100.0 % ) / 正誤率：0/3 ( 0.0 % )
解析画面に移動する

回答比

C 3名

100%

正解率

不正解
3名

100%

難度

簡単だった！ 3名

100%

授業管理授業管理
lessonlesson

コンテンツ管理コンテンツ管理
contentscontents

システム環境設定システム環境設定
systemsystem

設定設定
prefsprefs

ログアウトログアウト
logoutlogout

ココココココンテンツ管理管理コンテンツ管理コンテンツ管理管理コンテンツ管理コンテンツ管理
t t

理理理理理理理理理 HOHOOMEOME 授業授業業業管理管理 世界世界界で最界で最最初のパ最初のパパパーソナルコンソナルコンンンンピンピ タュータタの名タの名名称は名称ははは？？
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HOME 授業管理 解析画面

解析画面

ログインユーザ：システム管理者

集計結果
Q 正解者 正解率

Q.01 3/3 100.0 %

Q.02 3/3 100.0 %

Q.03 1/3 33.3 %

Q.04 0/3 0.0 %

Q.05 0/3 0.0 %

平均正解率 46.7 %

アンケート結果
簡単だった！ ( 11 ) 73.3 %

試験前に覚え直せば大丈夫だと思う ( 1 ) 6.7 %

難しい：解説希望！ ( 3 ) 20.0 %

回答者： 3人

授業管理授業管理
lessonlesson

コンテンツ管理コンテンツ管理
contentscontents

システム環境設定システム環境設定
systemsystem

設定設定
prefsprefs

ログアウトログアウト
logoutlogout

ココココココンテンツ管理管理コンテンツ管理コンテンツ管理管理コンテンツ管理コンテンツ管理
t tt tt t

理理理理理理理理理 HOHOOMEOME 授業授業業業管理管理 解析解析析画面析画面面面

設問名

設問内容

参考画像

選択肢

新渡戸稲造の肖像画はどれ？

新渡戸 稲造（にとべ いなぞう、1862年9月1日（文久2年8月8日） -
1933年（昭和8年）10月15日）は、日本の農学者・教育者・倫理哲学
者。

ファイルが未選択ですファイルを選択

削除

A. この写真

ファイルが未選択ですファイルを選択

削除

B. この写真

ファイルが未選択ですファイルを選択

削除

C. この写真

ファイルが未選択ですファイルを選択

削除

D. この写真

ファイルが未選択ですファイルを選択

削除

E. この写真

テ ツ管理
ontentsontents

システム環境設定システム環境設定
ystemystem

設定設定
refsrefs

ログアウトログアウト
ogoutogout

HOME コンテンツ管理 設問管理 プレゼン用設問集 更新

並び順

設問名

設問内容

参考画像

選択肢

1

パーソナルコンピュータという概念をはじめに提

現代では当たり前となっている個人がコンピュータを利用するという概念である
『パーソナルコンピュータ』を提唱した人または組織はどれ？

ファイルが未選択ですファイルを選択

 削除

A. アラン・ケイ

ファイルが未選択ですファイルを選択

   
B. スティーブ・ジョブズ

ファイルが未選択ですファイルを選択

   
C. パロアルト研究所

ファイルが未選択ですファイルを選択

   
D. スティーブ・ウォズニアック

ファイルが未選択ですファイルを選択

   
E. ウィリアム・ヒューレット

ファイルが未選択ですファイルを選択

保存する キャンセル

コンテンツ管理コンテンツ管理
contentscontents

システム環境設定システム環境設定
systemsystem

設定設定
prefsprefs

ログアウトログアウト
logoutlogout
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